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株式会社青雲クラウンとの経営統合について

式 式

ご参考

ケイティケイ株式会社を親会社、株式会社青雲クラウンを完全子会社とする
「株式交換による経営統合」を2012年12月21日を効力発生日として実施

客様 ズ 的確 デ 応 体 構築が 能

バリューチェーンの川上から川下まで一気通貫する
「垂直統合型ビジネスモデル」の確立

期待される
シナジー

お客様のニーズに対し、より的確でスピーディーにお応えできる体制の構築が可能に

・全国23拠点における
人的販売力

ケイティケイ株式会社

販売

・リサイクルトナ ・メーカーと太いパイプを持つ

株式会社アイオーテクノ 株式会社青雲クラウン

・約12,000社の法人顧客

・リサイクルトナー
約370,000本／年の生産能力

・メ カ と太いパイプを持つ
仕入調達力

・ＩＴとロジスティクスを
融合したプラットフォーム

調達・
物流

生産
・各種検査機器による
品質管理能力

・シャープ製複合機の中部地区
トップディーラー

SBMソリューション株式会社

販売
２０１３年６月２０日、
株式会社青雲クラウンの
完全子会社に。
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Ⅰ.２０１３年８月期 通期業績

決算期の変更により2012年8月期は15か月決算となっております。またこれに伴い、2013年8月期に

ご留意事項

2012年8月期

6月 5月8月 9月 11月 12月 2月 3月 6月 8月

つきましては、前年同期とは比較対象となる期間が異なります。

2012年8月期
1Q 2Q 3Q 4Q 5Q

5月9月 11月 12月 2月 3月 6月 8月

2013年8月期
1Q 2Q 3Q 4Q

通期の連結業績数値は、2012年12月21日に当社の連結子会社となった株式会社青雲クラウンの
第３四半期以降(2012年12月21日から2013年6月20日)の連結損益計算書を連結した金額と
なっております。
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２０１３年８月期通期の業績＜連結＞
（単位：百万円）

2011年5月期
（2010年5月21日～
2011年5月20日）

［１２か月］

2012年8月期
（2011年5月21日～
2012年8月20日）

［１５か月］

2013年8月期
（2012年8月21日～2013年8月20日）

［１２か月］
要因

実績 実績
期初予想

実績 期初予想差異実績 実績
期初予想

（2012年10月4日）
実績 期初予想差異

売上高 8,692 10,387 12,892 12,491 △400
連結子会社である株式会社青雲クラウンの第３四半期以降の
売上高が加わったものの、売上が低迷し計画を下回る

企業のコスト削減意識や競合間の販売競争の激化等による
サプライ事業 8,443 10,061 12,613 12,238 △374

企業のコスト削減意識や競合間の販売競争の激化等による
影響から、主力商品であるリサイクルトナー販売本数が
当初予測を下回ったことなどによる

ソリューション事業 248 326 279 252 △26
クラウド型メールセキュリティサービス「＠Securemail」シリーズが、
売上高は増加したものの新規顧客の獲得数が当初計画に
及ばず、売上高は計画値を下回る及ばず、売 高は計画値を下回る

売上総利益 2,208 2,657 2,890 2,638 △251
当社の主力事業の売上不振と株式会社青雲クラウンの
売上総利益率の低さが影響

販売費及び一般管理費 2,159 2,632 2,757 2,636 △120 グループ全体でのコスト削減努力による圧縮効果

営業利益 49 25 132 1 △130 本業の中心であるサプライ事業が低調に終わった

経常利益 44 18 117 35 △82

売上高経常利益率 0.5% 0.2% 0.9% 0.3% －

当期純利益 18 △78 46 147 101
特別利益（負ののれん発生益ほか）172百万円の計上
特別損失（減損損失ほか）△74百万円の計上
法人税調整額△22百万円の計上

注）上記に記載した連結業績数値は 当社の通期(2012年８月21日から2013年８月20日)の損益計算書計上額に 2012年12月21日に当社の連結子会社と
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注）上記に記載した連結業績数値は、当社の通期(2012年８月21日から2013年８月20日)の損益計算書計上額に、2012年12月21日に当社の連結子会社と
なった株式会社青雲クラウンの第３四半期以降(2012年12月21日から2013年６月20日)の連結損益計算書を連結した金額となっております。
なお、2012年8月期が15か月の変則決算のため対象となる四半期が異なります。そのため対前年比率は記載しておりません。

株主還元 期末配当2円を予定



２０１３年８月期の売上高増減要因＜計画との差異 連結＞

単位：百万円

12,892

単位：百万円

△531
＋171

KTK＋IO
＋CROWN

12,491△44△531
＋171

△160
CROWN

売上増加分

＋163

連結
調整分

（内部取引）

ＫTK（単体）
売上減少分

売上増加分
IO（単体）

売上減少分

ＫTK＋IO
連結

調整分
（内部取引）

売上高 売上高

・主に主力商品である
リパックトナーの

販売本数減による

・青雲クラウンの第３四半期
以降の売上が連結

売上高 売上高
２０１３年８月期

（計画）
２０１３年８月期

（実績）
注記）
KTK ケイティケイ株式会社
IO…株式会社アイオーテクノ
CROWN…株式会社青雲クラウン
SBM…SBMソリューション株式会社

リパックトナーの販売本数減少による売上減、その他の商品も販売不振に終わったものの、青雲クラウンの第３四半期
以降の売上が加わり、最終的に１2,491百万円の売上高となった。

S S ソリ ション株式会社
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２０１３年８月期の営業利益増減要因＜計画との差異 連結＞

単位：百万円

132

単位：百万円

△６８

△１６

△48
リパックトナー
以外の商品の

リパックトナー
売上減少
影響分

営業利益 営業利益

1
以外の商品の
売上減少
影響分

青雲クラウン
利益率低下

営業利益
２０１３年８月期

（計画） ２０１３年８月期
（実績）

利益率低下、
販管費増加
影響分KTK＋IO連結

当初計画から、リパックトナーの販売本数減少ならびに平均販売単価の下落による売上高減少、さらに連結子会社となった
青雲クラウンの第３四半期以降の利益率低下、販管費増加の影響により、最終的に１百万円の営業利益となった。
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業績の推移＜売上高 売上高経常利益率 連結＞

プ

0 5% 0.5%

0.6%

12,000

14,000

ソリューション事業 サプライ事業 青雲クラウン 売上高経常利益率

12,491

4,408

0.5%

0.4%

0 5%

8,000

10,000
8,692

10,387
青雲クラウン分

0.2%

0.3%

0.2%

0.3%

4 000

6,000

8,000

8,443 10,061 7,830
0.1%

2,000

4,000

（単位：百万円）

2013年8月期は経営統合により連結子会社と
なった株式会社青雲クラウンの第３四半期
以降の売上高が連結されております

248 326 252 0.0%0

2011年5月期 2012年8月期 2013年8月期
2012年8月期は決算期変更により
１５か月決算となっております。

連結子会社となった株式会社青雲クラウンの売上を、第３四半期分から計上したことにより、
通期の売上高は、12,491百万円となった。

以降の売上高が連結されております。
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期 売 高 、 , 百万円 。



財務の状況＜連結＞

（単位：百万円）

■貸借対照表 ■純資産と自己資本比率

2011年5月期 2012年8月期 2013年8月期 純資産 有利子負債 自己資本比率

2011年5月20日
現在

2012年8月20日
現在

2013年8月20日
現在

流動資産 2,455 2,320 5,218
2,507

48.6% 47.5% 50.0%

2,500

3,000

（たな卸資産） 188 218 605

固定資産 1,795 1,781 2,696

資産合計 4,250 4,101 7,915

2,064
1,947

1,789

31.7%
30.0%

40.0%

1 500

2,000

流動負債 2,045 2,027 4,706

固定負債 139 127 702

負債合計 2 185 2 154 5 408

822
972

31.7%

20.0%
1,000

1,500

負債合計 2,185 2,154 5,408

純資産合計 2,064 1,947 2,507

負債純資産合計 4,250 4,101 7,915
0.0%

10.0%

0

500

2011年5月期 2012年8月期 2013年8月期（単位：百万円）

株式会社青雲クラウンとの株式交換（連結子会社化）により、自己資本は増加したものの、
自己資本比率は低下した。

2011年5月期 2012年8月期 2013年8月期（単位 百万円）
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自己資本比率は低下した。



キャッシュフローの状況＜連結＞

702
800 

営業CF 投資CF 財務CF

169

456

400 

600 

169

2463

100

0 

200 

‐66

‐235

‐24‐63

408
‐400 

‐200 

‐408

‐600 
2011年5月期 2012年8月期 2013年8月期

（単位：百万円）

営業活動によるＣＦ…営業活動の結果獲得した資金は702百万円となった。収入の主な要因は、税金等調整前当期純利益133百万円、売上債権の減少額239百万円、
仕入債務の増加額235百万円であり、支出の主な要因は、青雲クラウン及びSBMソリューションの子会社化に伴う負ののれん発生益１６７百万円である。

投資活動によるＣＦ…投資活動の結果獲得した資金は4５６百万円となった。収入の主な要因は青雲クラウンの子会社化に伴う子会社株式の取得による収入6５９百万円であり、
支出の主な要因は有形及び無形固定資産の取得による支出124百万円等によるものである。
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支出の主な要因は有形及び無形固定資産の取得による支出124百万円等によるものである。
財務活動によるＣＦ…財務活動の結果使用した資金は408百万円となった。



サプライ事業 品目別売上高 ［KTK＋IO 連結］
※経営統合以前の数字との整合性を図るため、

２社の連結数字を用いております

12,000

リサイクル商品 ＯＡサプライ商品 その他商品

10 061

２社の連結数字を用いております。

772

1,055

857
8,000

10,000

8,443

10,061

7,830
（10.4%）

5,266

6,253

857

6,000

（9.1%）

（62.2%）

（11.0%）

4,935

2,000

4,000
（62.4%）

（63.0%）

2,405 2,752
2,038

0
通期

(12か月）

通期

(15か月）

通期

(12か月）（単位：百万円）

（28.5%） （27.4%）
（26.0%）

OAサプライ商品の売上高が半分以上を占めるものの、その他商品の売上高全体に占める
割合が高くな る

(12か月） (15か月） (12か月）

2011年5月期 2012年8月期 2013年8月期

（単位 百 ）

Copyright(C)2013 ktk INC. All Rights Reserved 11

割合が高くなっている。



サプライ事業 顧客月次動向（対前期比） ［KTK 単体］

108.2%

104.7% 104.8% 105.1%

107.4%

100 7%

108.6%

103.2% 104.8%
105.9%

105 1%

107.3%

105.9%

110.0%

顧客数前期比

（サブ）

客単価前期比

（サブ）

1日あたり

売上前期比

102.9% 102.1% 101.2%
100.7%

99.5%

102.8%
105.1%

98.4%

103.5%

99.7%

102.0%

101.7%

104.7%

98.8% 97.6%

98 7%

99.5%

99.3%

98 9%
98.6%

102.2%

98.6%
100.0%

105.0%

97.7%
97 2%

94.9%
96.7%

95.7%

99.4%

94.7%
97.5%

94.7%

93.8%
91.8%

94.2%

97.7%

96.4%

94.0%
98.7%

95.2%

94.6%

90.4%

95.1%
95.0%

98.9%

94.4%

95.0%

95.9%

90.5%

90.3%

92.7%

93.8%

90.7%
91.6% 91.6%

97.2%

91.1%

89.3%

95.2%

92.0%
93.9%

90.5%

97.1%

91.2%

94.3%

85 0%

90.0%

85.2%

80.0%

85.0%

9月度 10月度 11月度 12月度 1月度 2月度 3月度 4月度 5月度 6月度 7月度 8月度 9月度 10月度 11月度 12月度 1月度 2月度 3月度 4月度 5月度 6月度 7月度 8月度

稼働顧客数は順調に増加するものの、平均顧客単価は対前期比を下回って推移した。
ただし 半期 平均顧客単価 あたり売上は上昇傾向にある

2012年8月期 2013年8月期

Copyright(C)2013 ktk INC. All Rights Reserved 12

ただし下半期の平均顧客単価、1日あたり売上は上昇傾向にある。



サプライ事業 リサイクル商品の状況

ボ

※経営統合以前の数字との整合性を図るため、
２社の連結数字を用いております。

リサイクル商品の売上高推移 ［KTK＋IO 連結］ リパックトナーの販売本数と平均販売単価の推移 ［KTK 単体］

100%
100%

販売単価（2011年5月期を100とした場合）

販売本数（2011年5月期を100とした場合）

147

3,000

リパックトナー リパックリボン

2,752

96.6%

95.3%

100%

95%

119

147

113
2,000

2,500

売

上

2,405

2,038
93.4%

95%

2,286
2,604

1,9241,000

1,500高

88.4%

90%

0

500

通期

(12か月）

通期

(15か月）

通期

(12か月）

85%
通期

（12か月）

第２～第５四半期累計

（12か月）

通期

（12か月）

2011年5月期 2012年8月期 2013年8月期

2011年5月期 2012年8月期 2013年8月期
（単位：百万円）

リパックトナーの販売本数減（前年同時期比94.6%）の影響が大きく、
売上高は計 を た

２０１２年８月期は決算期変更に伴い
１５か月決算となっているため、

同時期（第２～第５四半期）の数値を
使用して比較しております。
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売上高は計画を下回った。



サプライ事業 販売チャネル別占有率（売上高）とカスタマイズはっするネットの運用社数の推移 ［KTK＋IO 連結］

※経営統合以前の数字との整合性を図るため、
２社の連結数字を用いております

465
500100%

サプライ事業 ＷＥＢ受注（カスタマイズはっするネット）比率 サプライ事業 WEB受注（はっするネット）比率

サプライ事業 ＷＥＢ以外売上比率 カスタマイズはっするネット運用社数

２社の連結数字を用いております。

52.7% 50.2% 49.7%

401

350

400

450

70%

80%

90%

283

250

300

50%

60%

35.0%
35.6% 35.1%

100

150

200

20%

30%

40%

12.3% 14.2% 15.2%

0

50

0%

10%

通期

（ か月）

通期

（ か月）

通期

（ か月）
（単位：社数）

カスタマイズはっするネットへの切り替えを促進した結果、
売上高全体に占めるカ タ イズは するネ ト比率が上昇した

（１２か月） （１５か月） （１２か月）

2011年5月期 2012年8月期 2013年8月期

（単位：社数）
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売上高全体に占めるカスタマイズはっするネット比率が上昇した。



Ⅱ２０１４年８月期 業績予想Ⅱ.２０１４年８月期 業績予想
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２０１４年８月期通期業績の見通し＜連結＞

（単位：百万円）

2013年8月期（実績） 2014年8月期2013年8月期（実績） 2014年8月期

通期 第２四半期 通期

2012年8月21日～2013年8月20日 2013年8月21日～2014年2月20日 2013年8月21日～2014年8月20日2012年8月21日～2013年8月20日 2013年8月21日～2014年2月20日 2013年8月21日～2014年8月20日

売上高 12,491 8,072 17,030

売上総利益 2,638 1,737 3,740

販売費及び一般管理費 2,636 1,830 3,690

営業利益 1 △92 50

経常利益 35 △90 53

売上高経常利益率 0.3% － 0.3%

当期純利益 147 △64 11

2014年8月期については、連結子会社である株式会社青雲クラウンと、株式会社青雲クラウンの完全子会社である
SBMソリューション株式会社の業績が連結され増収、リパックトナーの拡販やカスタマイズはっするネットの導入を促進する
ことで 通期で営業利益 経常利益 当期純利益ともに黒字達成の見込み
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ことで、通期で営業利益、経常利益、当期純利益ともに黒字達成の見込み。



2014年8月期計画の売上高増加要因
単位：百万円

17,030

単位：百万円

＋3,791
＋575

12,491 ＋173

SBM
売上増加分

,
KTK、IO

売上増加分

CROWN
売上増加分 ・新たにSBMの

通期の売上高が
連結

注

・新たにCROWNの第1、第２四半期の
売上高が連結

・リパックトナーの拡販に
よる増収効果

売上高
２０１４年８月期

（計画）

注記）
KTK ケイティケイ株式会社
IO…株式会社アイオーテクノ
CROWN…株式会社青雲クラウン
SBM…SBMソリューション株式会社

上記金額は内部取引を除いています。

売上高
２０１３年８月期

（実績）

青雲クラウンの上半期及びSBMソリューションの通期売上高が加算されることで、
売上高17,030百万円を計画。
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売 高 , 百万円 計画。



１株あたり配当金

第2四半期末 期末

8

10
第2四半期末 期末

36

8

3

24

4
3

2

（単位：円）

0

2

0

2012年8月期 2013年8月期 2014年8月期

（予定）

配当につきましては、内部留保を確保しつつ、業績に応じた配当を行うこととしております。
２０１４年８月期の配当につきましては、収益の構造改革に着手しているものの、次期の事業環境は引き続き厳しく、利益確保が難しい
状況が予想されるため、中間配当につきましては見送らせていただき、期末配当のみ１株につき２円を予定しております。

（予定）
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状況が予想されるため、中間配当につきましては見送らせていただき、期末配当のみ１株につき２円を予定しております。



Ⅲ 事業戦略Ⅲ. 事業戦略
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経営統合の意義

株式会社青雲クラウンと2012年12月21日経営統合

生産 川上 ＜期待されるシナジー効果＞

1意思決定プロセスのスピードアップ

仕入・
物流 川中

1.意思決定プロセスのスピ ドアップ

2.中間コストの削減化

3.メーカーへの交渉力向上

4. 商品開発への顧客要望の反映

販売 川下

5.柔軟な人材交流

6.効率的な生産体制の構築 etc

川下

「垂直統合型ビジネスモデル」の確立
グループ内での一気通貫が可能になり、新たな価値連鎖が生まれる土壌ができあがる。

意義
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2013年8月期下期重点項目

プラットフォームの共有顧客基盤の強化＜重点項目＞ ＜重点項目＞

①メーカー交渉力の強化 ④物流の共通化・合理化
取扱アイテム数の拡充、価格対応力

②販売チャネルの拡大 ⑤業務効率化の促進
新チャネルへのリパックトナー販売

トータルコスト削減

③顧客数 増加③顧客数の増加

統合によるシナジー効果の具体化に向け、統合によるシナジー効果の具体化に向け、

2013年8月期下期は「構造改革期間」の位置づけだった。2013年8月期下期は「構造改革期間」の位置づけだった。
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進捗状況（経営統合後に着手したこと）

●ケイティケイ内に「BP（ビジネス・パートナー）事業部」を新設。
顧客基盤の強化

＜重点項目＞ ＜実施項目＞

ケイティケイ

●アイオーテクノ内に「営業部」を新設。
②販売チャネルの拡大

●株式会社青雲クラウンによる
「SBMソリ シ ン株式会社」の完全子会社化

アイオーテクノ ◎実施：2013年9月～

顧客基盤の強化

「SBMソリューション株式会社」の完全子会社化。

⇒シャープ製複合機の中部地区トップディーラーSBMソリューション

③顧客数の増加

◎実施：2013年6月20日

●最新鋭の新物流拠点「キタブツ」へ
物流委託、稼働開始。

④物流の共通化・合理化

プラットフォームの共有

青雲クラウン ⇒総床面積3,758坪
⇒4階建て

④物流の共通化 合理化

◎実施：2013年10月15日～
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2014年8月期の重点項目

2013年8月期の反省を踏まえ

引き続き 新たに

顧客基盤の強化

＜経営統合によるシナジー効果の追求＞ ＜強固な組織体制の再構築＞

人材力の強化

引き続き 新たに

プラットフォームの共有

顧客基盤の強化

組織・風土の改善

人材力の強化

マインドを変える仕組みを変える

今期1年は抜本的な体質強化に向け企業グループの「基盤作り」に専念今期1年は抜本的な体質強化に向け企業グループの「基盤作り」に専念。

足元の業績回復に集中し、来期以降、新たな成長軌道をめざす。
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【本資料のお取扱いについて】

本資料は、ケイティケイ株式会社の将来についての計画や戦略、業績に関する予想及び見通しの記述が含ま
れています これらの記述は 過去の事実ではなく 当社が現時点で把握可能な情報から判断した想定及び所信れています。これらの記述は、過去の事実ではなく、当社が現時点で把握可能な情報から判断した想定及び所信
に基づく見込みです。

また、多様なリスクや不確実性（経済動向、市場需要、為替レート、税制や諸制度等がありますが、これらに限
られません。）を含んでいます。そのため、当社は将来の展望に対する表明、予想が正しいと約束することはでき
ず 結果は将来の展望と著しく異なる可能性がありますので ご承知おき下さいず、結果は将来の展望と著しく異なる可能性がありますので、ご承知おき下さい。
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